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「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
理
論
」
に
基
づ
く
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意

書 

 

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
を
研
究
す
る
大
学
教
授
や
弁
護
士
で
つ
く
る
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
に
よ
る
と
二
〇
一
四
年
以
降
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
頭
部
傷
害
致
死
事
件
な
ど
で
、
一
審
や
二
審
で
無
罪
判
決
が
出
た
の
は

全
国
で
十
四
事
件
で
、
こ
の
う
ち
十
一
件
は
無
罪
が
確
定
し
て
い
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｂ
Ｓ
理
論
は
、
硬
膜
下
血
腫
、
網
膜
出
血
、
脳
浮
腫
の
三
症
状
が
あ
れ
ば
、
激
し
く
頭
を
揺
さ
ぶ
っ
た
と
推
定

で
き
る
と
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
英
国
の
小
児
神
経
外
科
医
が
提
唱
し
、
主
に
米
国
で
広
ま
っ
た
が
、
日
本
で
は
近
年
、
揺
さ

ぶ
り
以
外
の
原
因
で
も
三
症
状
が
起
き
る
「
中
村
一
型
」
の
可
能
性
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
、
脳
神
経
外
科
医
を
は
じ
め
と
す
る

臨
床
家
や
研
究
者
ら
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
傷
害
事
件
の
相
次
ぐ
無
罪
判
決
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
も
実
態
把
握
を
迫
ら
れ
、
令
和
二
年
度
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査
研
究
事
業
、
「
児
童
相
談
所
に
お
け
る
虐
待
に
よ
る
乳
幼
児
頭
部
外
傷
（
Ａ
Ｈ
Ｔ
）
事
案
へ
の

対
応
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
Ｐ
ｗ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
）
を
実
施
、
本
年
四
月
に
報
告
書
が
公
開
さ
れ
た
。 
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調
査
に
は
全
国
の
児
童
相
談
所
（
児
相
）
の
約
七
、
八
割
に
当
た
る
百
七
十
一
カ
所
が
回
答
し
た
。
虐
待
の
疑
い
が
あ
る

と
し
て
二
〇
一
九
年
に
対
応
し
た
件
数
は
九
十
六
児
相
、
二
百
四
十
三
件
に
上
り
、
そ
の
う
ち
百
二
十
五
件
で
児
相
の
判
断

に
基
づ
き
子
ど
も
を
保
護
者
か
ら
引
き
離
す
「
一
時
保
護
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
解
決
す
べ
き
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
の
問
い
に
は
、
「
け
が
が
故
意
か
、
事
故
か
判
断
が
難
し
い
」
と
の
回
答
が
二
十
四
件(

二
十
四
児
相)

と

最
も
多
く
、
虐
待
か
事
故
か
判
断
に
迷
う
現
場
の
混
乱
が
伝
わ
る
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
ど
の
よ
う
に
対
策
す
る
の
か
。 

二 

一
時
保
護
が
行
わ
れ
た
百
二
十
五
人
中
、
さ
ら
に
半
数
の
六
十
五
人
に
は
二
カ
月
か
ら
半
年
に
わ
た
る
長
期
親
子
分
離
が

行
わ
れ
て
い
る
。
親
と
の
分
離
は
、
と
り
わ
け
乳
児
期
に
お
い
て
愛
着
関
係
が
形
成
さ
れ
ず
、
子
ど
も
の
情
緒
や
対
人
関
係

に
問
題
が
生
じ
る
「
愛
着
障
害
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
愛
着
障
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
頻
繁
な
親
子
面
会
や
一
時

帰
宅
等
、
必
要
不
可
欠
な
配
慮
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
。
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ

を
答
え
ら
れ
た
い
。 

三 

兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
起
き
た
生
後
五
十
日
の
男
児
が
右
腕
を
骨
折
し
た
こ
と
で
児
相
に
虐
待
を
疑
わ
れ

た
結
果
、
一
時
保
護
が
一
年
三
カ
月
に
も
及
び
、
そ
の
間
親
子
の
面
会
も
月
に
一
、
二
回
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
を
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き
っ
か
け
に
、
第
三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一
時
保
護
の
在
り
方
を
検
証
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。
こ
う
し
た
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
装
置
を
行
政
の
外
に
作
る
こ
と
が
、
情
報
公
開
と
併
せ
て
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
地
方

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
国
と
し
て
も
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。 

四 

横
浜
市
立
児
相
で
は
、
三
月
に
一
時
保
護
に
審
査
請
求
を
行
っ
た
乳
児
が
い
た
が
、
家
庭
裁
判
所
が
「
一
時
保
護
の
再
々

延
長
」
を
認
め
ず
、
約
五
カ
月
で
一
時
保
護
は
解
除
に
な
っ
た
。
一
方
、
横
浜
市
は
、
審
査
請
求
に
対
し
、
一
時
保
護
は
解

除
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
法
的
利
益
は
な
い
だ
ろ
う
と
、
請
求
を
却
下
し
た
。
こ
の
間
の
「
親
子
分
離
」
に
、
行
政
の
責
任
は

な
い
の
か
。 

五 

報
告
書
の
そ
の
他
の
課
題
と
し
て
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
実
施
が
難
し
い
児
童
相
談
所
が
あ
る
」
こ
と
や
「
児
童
福

祉
司
の
児
童
虐
待
に
係
る
医
学
的
知
識
が
不
足
す
る
場
合
が
あ
る
」
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
に
つ
い
て
は
脳
神
経
外
科
医
に
意
見
を
求
め
た
例
は
六
・
八
％
と
極
め
て
少
な
い
一
方
、
法
医
学
分
野
に
四
十
九
・
六
％

が
求
め
て
い
た
。
重
軽
傷
に
か
か
わ
ら
ず
、
頭
部
外
傷
の
臨
床
の
専
門
は
脳
神
経
外
科
医
で
あ
り
診
断
・
治
療
の
実
績
も
あ

る
。
脳
神
経
外
科
医
を
自
治
体
が
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
登
録
し
、
児
相
に
照
会
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う

か
。 



 

４ 

 

六 

六
月
四
日
、
日
本
小
児
神
経
外
科
学
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
六
病
院
共
同
研
究
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
脳
神
経
外
科

で
硬
膜
下
血
腫
と
診
断
さ
れ
た
乳
幼
児
百
六
十
例
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
約
六
割
を
低
い
場
所
か
ら
の
転
倒
・
転
落
が
占

め
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
例
は
約
三
割
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

一
方
、
厚
生
労
働
省
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ
を
「
子
ど
も
の
頭
部
が
暴
力
的
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
る
頭
部
外
傷
」
で
あ
り
、
「
家
庭
内
の
低
い
と
こ
ろ
（
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
さ
）
か
ら
の
転
落

や
転
倒
で
は
起
き
な
い
」
と
し
て
、
硬
膜
下
血
腫
等
の
三
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
虐
待
を
疑
う
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ

に
従
え
ば
、
こ
の
分
析
事
例
の
多
く
が
虐
待
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。 

七 

日
本
で
は
「
中
村
一
型
」
と
し
て
、
つ
か
ま
り
立
ち
な
ど
、
低
い
位
置
か
ら
の
転
倒
や
落
下
の
軽
い
衝
撃
で
硬
膜
下
血
腫

な
ど
の
外
傷
を
受
け
る
こ
と
は
、
す
で
に
一
九
六
五
年
よ
り
報
告
が
あ
り
、
近
年
は
海
外
で
も
認
識
さ
れ
、
無
罪
判
決
が
出

て
い
る
と
い
う
。 

 
 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ａ
Ｈ
Ｔ
研
究
所
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ

た
十
七
件
を
検
討
し
た
結
果
、
う
ち
十
六
件
で
揺
さ
ぶ
り
以
外
の
原
因
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
報
告
が
、
脳
神
経
外

科
医
や
法
医
学
者
の
共
著
で
示
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 
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乳
幼
児
の
病
気
や
事
故
に
つ
い
て
の
医
学
的
な
判
断
が
正
確
で
な
い
と
、
児
相
の
介
入
に
影
響
す
る
。
国
内
の
臨
床
家
や

研
究
者
か
ら
も
「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
理
論
」
に
基
づ
く
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
は
、
医
学
的
妥
当
性
の
あ
る
内
容
に
見
直
す

べ
き
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
が
、
改
訂
の
予
定
は
あ
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


